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2．研究目標
汎化性能の高いデータ分析手法によって

既存の推定式よりも高精度な操縦流体力推
定手法を開発する。

1．研究の背景
船の初期設計段階では、燃費性能だけで

なくIMO操縦性基準のように操縦性能も正
確に把握することが求められる。(図1)
従来、主要目から操縦性能を推定する方法
として貴島の推定式(図2)が知られている。
この方法は汎用的だが、推定精度について
は改善の余地がある。本研究では、AIを利
用した方法を開発する。

3．研究手法
(3-1) 学習データ…12隻・27載荷状態の
模型船のCMT(Circular Motion Test)。
(3-2) 機械学習の手法…ガウス過程回帰
(ガウス分布を用いた予測。カーネル関数
を用いて類似度を評価。)
(3-3) 操縦運動シミュレーションの実施…
AIによって推定した操縦流体力微係数を用
いる。 (図2)

4．研究成果
学習データ以外の船型に対し、主要目か

らAIを用いて操縦流体力を推定(図3)し、
旋回シミュレーションでは貴島の推定式
よりも旋回半径が自由航走試験結果に近
づくことを確認した。(図4)
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